
令和 5年度 第 1回学校運営協議会 記録 

記録  泉 紗恵 

１. 日時・場所 

令和 5年 7月 29日（土） 10:00～ 応接室 

 

２. 出席者 

  学校運営協議会委員（6名中 5名出席） 

   会長  岩野 豊治 

   委員  大堀 彰子 

   委員  吉澤 省之 

   委員  福岡 千晶 

   委員  大濵 雄 

 

 学校関係者（7名） 

   准校長 佐保田 真一 

   教頭  坂口 伸二 

   首席  中村 有希 

   教諭  日髙 良友 

   教諭  赤坂 久雄 

   教諭  石田 淳子 

   教諭  泉 紗恵 

 

３．議事内容 

 （１）准校長あいさつ 

 

 （２）委員・事務局紹介 

 

 （３）会長と副会長の選任について 

 

 （４）会長あいさつ 

 

 （５）学校運営協議会の実施要項等について 

 

 （６）学校経営計画について［准校長より］ 

    ・昨年度からの変更点について 

    ・本年度の取組内容について 



 （７）学校の現状及び課題について 

   [教頭より] 

    ・令和 6年度使用教科用図書について 

   [首席より] 

    ・志願者数の推移 

    ・前期の学校行事 

    ・中学校訪問 

    ・教職員研修 

    ・校内教育相談、学習支援体制について 

    ・スクール・ポリシー案作成について 

   [教務主任より] 

・在籍者数 

    ・年間行事予定 

    ・令和 5年度入学生教育課程表 

・令和 4年度 卒業者数・原級留置者数・退学者数 

   [生徒指導主事より] 

    ・令和 5年度懲戒指導のまとめ 

・生徒指導部関係の講習会 

    ・生徒会活動の行事 

    ・生徒指導部だよりの発行 

・教職員向け AED講習会 

・アンケートの実施 

・令和 5年度部活動加入状況 

・令和 5年度学校保健計画 

・令和 5年度健康診断・保健関係行事日程 

   [進路指導主事より] 

    ・令和 4年度進路決定状況（3月 31日付） 

    ・令和 5年度進路希望状況割合(6月 18日付) 

    ・令和 5年度進路指導部年間行事予定 

 

４．協議 

 （１）ご質問・ご意見・ご提言 

（学習支援体制について） 

委員Ａ：今年度は日本語教育サポーターを活用していないが、外国籍の生徒はいるか。  

事務局：2 名在籍している(1 年生 1 名、2 年生 1 名)。ただし、日本での生活が長く、会

話もできるし、本人が希望していないため活用していない。 

 



委員Ａ：以前は日本語教育サポーターを派遣できないことがあった。現在は依頼すれば

来てもらうことは可能か。 

事務局：入学する時に生徒や保護者と話し合い、依頼して来てもらうことは可能。ただ

し、毎時間来てもらうことはできないので、テスト前や保護者懇談のときのみに

なる可能性が高い。 

 

委員Ｂ：1年生は中学の時にコロナが流行してオンライン授業を経験しているが、コロナ

前と比較して質的な違いはあるか。 

事務局：本校の生徒は中学校の時に不登校などで学校に行けていない生徒が多いため、

大きな変わりはない。ただし、マスクに関してはずっとマスクをしてきたので外

しにくかったりするというような影響はあると考えられる。 

 

委員Ａ：以前は学校に行けなかった人が高校進学に向けて、堺区と美原区にある支援施

設を利用した人が入学したことはあるか。 

事務局：昨年度から適応指導教室の方に学校パンフレットを置かせてもらっている。高

校生活支援カードで関わっていた施設等を記入してもらうところがあるので、学

校側としては何かししら把握している。 

委員Ａ：定時制の生徒数が減少傾向であるが、いろいろな事情で学校に行けなくなった

りする人のためにも定時制が人とつながりをもって学べる場であってほしい。 

事務局：進学フェア(7 月 23 日実施)で定時制のブースがコロナ前よりぎわっていた。高

校進学の際に初めから定時制を考えている生徒が増えている印象がある。 

 

 （オンライン授業について） 

事務局：本校でも一人一台 chromebookがあり、学校で充電、保管している。授業で活用

することで生徒が使うことに慣れてきている。学校だけでなく家でもクラスルー

ムを見れるようすることで、スケジュール管理ができるようになってきている。

現在は家でオンライン授業を受けるようなことは行っていないが、もしそのよう

な状況になっても端末を持って帰ってもらえばできると思うし、それ以外にも教

室に入りにくい生徒にオンラインでつなぐというようにも活用していきたい。 

委員Ａ：スマホの性能がどんどん上がっているため、スマホで十分という生徒も増えて

いくかもしれないですね。 

 

（中学校訪問について） 

 委員Ａ：発達障がいを持っている生徒が私学の高校に進学するも通えずに辞めざるをえ

ない生徒もいる。中学校訪問時に支援学級の先生に定時制の学校があることを伝

えることも一つの手だと思う。 



 委員Ⅽ：学校を辞めていく生徒やとりあえず学校を卒業することを目標として就職せず

に卒業していく生徒もいると思う。ユースサポートセンターとして、待っている

だけでは実際に来る人は少ないため、学校に行って紹介するなど何か協力できる

ことがあればしたい。 

 事務局：来てほしいときは依頼すれば来ていただけるか。 

委員Ｃ：呼んでいただければ学校に行くことは可能。 

 

委員Ⅾ：この 2,3年で生徒層がすごく変わっているように思う。何かできることがあれ

ばいつでも言ってください。 

 

 

 

☆第 2回 運営協議会は 10月中旬～11月上旬の平日 18:00～ 


